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医学・医療の逐次刊行物の訂正記事について

（前編）

中村 雅子

１。はじめに

出版物の訂正情報はその発行元が発信し、

図書館はそれを受け、何らかの訂正処理を行

い、常に最良の状態で資料を図書館利用者に

提供している。図書館間の相互貸借業務にお

いても同様、図書館が介在する資料提供業務

に差異はないはずで、訂正情報は訂正される

べき資料の本体に付随した物として取り扱わ

れるべきである。しかしながら、医学・医療

分野の出版物での日常的な利用のされ方を考

えるとき、訂正されるべき記事が何らの手当

もされずに放置されている現状がある。すな

わちある出版物の全体を概観するのではなく、

そのうちの一論文、あるいはその一部の記事、

図、表のみを複写利用することが日常化して

いる現状では、伝統的な図書館業務手順で訂

正処理がされていたとしても、利用者が訂正

記事の存在に気付かない可能性があり、図書

館の相互貸借業務担当者であってさえ訂正記

事を見過ごすことが考えられる。

私は現在の図書館で１６年間、相互貸借申込

業務と受付業務の仕事をしてきたが、訂正記

事を取り扱った記憶がない。訂正の必要が生

じた論文に、たまたま当たらなかっただけと

は言い難く、双方の図書館で訂正記事への適

切な対応をしてこなかった、というのが本当

のところだと思う。この反省が、今回の訂正

作業と訂正記事についての調査を思い立った

動機である。
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２。訂正情報の現れ方

当然のことだが、訂正情報は出版物が世に

出たあと後追いするように発生する。逐次刊

行物の場合は継続刊行され続ける限り、訂正

情報も継続刊行されることになる。しかしな

がら、図書館において逐次刊行物を創刊号か

ら一貫して継続受け入れすることはまれであ

り、所蔵していない巻・号の訂正情報まで、

調査することは現実的でない。

３。図書館業務での訂正記事の取扱い方

図書館による訂正記事への処理作業に疑問

を投げかけた報告１）があるが、私は、所蔵す

る資料への「メンテナンス」としての訂正処

理作業は、図書館では忌避できない業務とと

らえている。

図書館のハンドブック・マニュアル類では、

訂正記事を「正誤表」と表現し、単行書での

取扱いのみが記述されている。

その方法について図書館ハンドブック第４

版２）では、『正誤表は目次の次に貼りこむ。

正誤表に基づいてその部分を書き変えること

も考えられるが、その信ぴょう性に疑義がう

まれやすいし、また利用者に落書など本文に

書き込みを誘発しやすい。』とあり、複写に

よる利用を前提とせず、古色蒼然とした伝統

的図書館観による訂正処理方法といえる。一

方。図書館用語辞典：ｉ）では、訂正実務の詳細

説明があり『本文の誤り部分に正誤表への参

照を記すなどの方法』を紹介している。図書

館情報学ハンドブック川 こなると用語の説明
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のみで、図書館ハンドブック第５版５）では、

資料の装備の１つとして『正誤表等の装着』

とだけ記されている。１９９８年に開講された放

送大学司書教諭講習科目６）では、『正誤表は

一般に目次の最初のページの「のど」の部分

にのりづけする』とあり、放送教材の中でも

実際例を示しながら説明している。

このように図書館学関係のハンドブックや

マニュアル類では「正誤表」の扱い方が小さ

くなる傾向にある。情報媒体の多用化に伴い

論文情報は爆発的増大の一途で、訂正情報も

相対的に増加傾向にあると予想される現在に

あっても、図書館業務手順が旧態依然である

ことに大きな危惧を持つ。 ＮＬＭの訂正などに

ついての方針７）を知るにつけ、訂正情報につ

いて図書館で負うべき責任は大きいと思われ

るのだが、日本の図書館界は訂正情報の取扱

い方に関心が薄い。

４。訂正作業の目的

ここで、本論で使う用語について規定して

おきたい。訂正の必要が生じた記事・論文を

「訂正発生論文」と呼び、何らかの理由で訂

正の必要が生じ、その詳細を逐次刊行物に収

録したものを「訂正記事」ということにする。

当館での訂正作業の目的は、この両者の関

係を利用者に明示することにある。利用者が

訂正発生論文を手に取ったとき、参照シール

から訂正記事へと案内し、利用者自身に目を

通してもらおうという意図である。訂正箇所

そのものに加筆したり、上書きするなどの処

理はしない。その論文の信憑性を判断するの

は、あくまでも利用者自身だからである。

ただし、出版者側から全面貼付することを

要請された場合と、統計集の数値や医薬品集

の訂正については、正誤表から得た正しい数

字・文字を訂正箇所に直接貼付することを予

めお断りしておく。

５．逐次刊行物の訂正記事の調査・処理方法

１） 作業の決め方

手元にあったマニュアルに、逐次刊行物の
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訂正記事の扱い方については載っていなかっ

たため、訂正作業手順は１９９６年以前の外国逐

次刊行物３０誌に対し、訂正処理の作業を試み、

下調べを済ませてから決定した。

２） 調査対象誌

調査対象逐次刊行物は、当図書館で受け入

れている１９９７年発行の外国逐次刊行物の １８５

タイトルと、国内逐次刊行物７８タイトルで、

まず、通常の逐次刊行物受け入れ手順を完了

したのち訂正作業と調査を行った。

３） 訂正作業 一調査手順

（訂正記事収録号に対して）

①逐次刊行物本体から訂正記事を探す。

②訂正告知掲載箇所、訂正告知表現、訂正

箇所、などの結果を表計算ソフトを使っ

て蓄積・整理する。

③目次の訂正記事表示箇所と雑誌蔵書印の

枠内に「済ＪＥロを押印。（図Ｄ

④訂正記事本体に「済」印を押印。（図２）

（訂正発生論文収録号に対して）

⑤訂正発生論文本体の論題の傍らに訂正記

事掲載箇所と処理日付を記入した赤色の

参照シールを貼る。（図３）

⑥目次上の訂正発生論文の箇所と雑誌の蔵

書印の枠内に「訂正有」印と処理日付を

押印。（図４）

⑦ＭＥＤＬＩＮＥで訂正情報を探し手順②とを照

合し収録時期を記録。

⑧手順①の雑誌受け入れ時、気付かなかっ

た訂正情報がのちに発見できれば、それ

についても手順②～⑦の作業をする。

４） 現在の対応

１９９７年の逐次刊行物は、発行遅れと事故な

どによる未着欠号があり、現在でもそれらが

到着次第、訂正作業と調査にあたっている。

１９９８年の逐次刊行物を受け入れ中の現在では、

訂正処理手順を受け入れ手順の中に完全に組

み込み、手順①と手順③～⑥を実施している。

手順②の代替として当館のコンピュータに、

訂正記事収録号には「Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ」などの訂

正記事表現と件数を、訂正すべき論文の収録

号には「テイセイフリ」の表示と件数をそれぞれの
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３ ９３０－９７－３３Ｓ－ ３（テ■ｆでアＶ）
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６ ９３０－９７－３３６－ ７（Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ２）（テ■ｆＫフ’Ｉ）
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特集記事項目中にＯ 囲みで追加入力するこ

とにした。製本時点での点検時、落丁・汚損

などの交換時、紛失の際の補充時にリスト

アップ（図５）し、改めて訂正処理をするた

めである。利用者自身が複写する場合、論文

に手順④の参照シールがあれば訂正記事も複

写するよう案内している。相互貸借業務で複

写依頼のあった論文に訂正記事があれば論文

本体とともに提供するようにしている。

６。調査結果

１） 訂正記事の発生頻度

外国逐次刊行物では、１８５誌中１３２誌に、国

内逐次刊行物では、７８誌中２０誌に、合計 １５２

誌に訂正記事があった。

２） 訂正記事の基本的構成

さまざまな訂正表示方法があるが、おおよ

その構成は以下のとおりである．

ア．訂正発生論文の書誌事項

イ．訂正箇所

ウ．訂正するに至った理由あるいは責任

エ．お詫びのことば

３） 訂正記事件数

表１は、実際に掲載された訂正記事件数を

対象年ごとに区分したもので（ ）内の数字

は対象西暦年の下２桁を示す。

１５５

表 １

年

外

内

病院図書室 Ｖｏｌ．１８Ｎａ４，１９９８

（９７）（９６）（９５）（９４）（９３）（９２）（９１）（９０） 計

７５５３２０ ２５ １１ ６ ５ １ １１１２４

４２ ６ １ １ ０ ０ ０ ０ ５０

外：外国逐次刊行物 内：国内逐次刊行物

４） 訂正記事の「ありか」

表２は、逐次刊行物ごとの詳細項目を表示

したもので表示記号のそれぞれの意味は、以

下のとおりある．

（掲載箇所）

イ．目次に掲載頁を表示

ロ．目次に表示なく最終頁に掲載

ハ．目次に表示なく途中に掲載

二．目次に表示なく後表紙裏に掲載

ホ．目次に表示なく別刷を発行

目次に表示がない場合は、すべての頁を丹

念にめくって、ひたすら「訂正告知表現」と

おぼしきものを目で探すしかない。掲載箇所

によっては、製本時に（二）では取り外してし

まったり、（ホ）では差し替えない可能性があ

る。外国逐次刊行物では、約８６％（９６６件）は、

目次さえ見れば訂正記事を発見できる。それ

以外の場所にあって発見しにくい場合には、

後編で述べる ＭＥＤＬＩＮＥでの検索手法がある。

収録対象誌が限られていること、収録までの

期間が一定していないことなどを考慮した上

で活用するならば、かなり有効な訂正記事探

索手段である。

ところが、国内逐次刊行物で目次から訂正

記事を探せるものはわずか２４％（１２件）にす

ぎず、目次に表示がなく奥付近辺にあったも

のは、４６％（２３件）だった。国内逐次刊行物

の医学・医療文献情報を収録している医学中

央雑誌には、訂正情報の収録方針がないため、

手作業による迅速な訂正処理を欠かすことが

できない。現物からも索引誌からも訂正記事

参照を困難にしている現状は、日本国内の医

学・医療情報界の「誤りを表明しそれを正

す」ことに消極的なかつ否定的な姿勢の現れ

といえるのではないだろうか。
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５） 訂正告知表現

（外国逐次刊行物）単数表現

ａ．Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ

以下を含む

Ａｕｔｈｏｒ’ｓＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎ

ＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎａｎｄＣｌａｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ

ＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎＮｏｔｉｃｅ

Ｎｏｔｉｃｅｏｆ Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ

ｂ．Ｅｒｒａｔｕｍ

以下を含む

Ｄｅｐａｒｔｍｅｎｔｏｆ Ｅｒｒｏｒ

ｃ．Ａｄｄｉｔｉｏｎ

以下を含む

ＡｄｄｉｔｉｏｎａｎｄＣｏｒｒｅｃｔｉｏｎ

ｄ．Ｃｏｒｒｉｇｅｎｄｕｍ

ｅ．Ａｄｄｅｎｄｕｍ

ｆ．Ｎｏｔｅ

以下を含む

Ｅｄｉｔｏｒ’ｓＮｏｔｅ

Ｎｏｔｉｃｅｏｆ ＤｕｐｌｉｃａｔｅＰｕｂｌｉｃａｔｉｏｎ

ｇ．Ｒｅｔｒａｃｔｉｏｎ

ｈ．そのほか

（国内逐次刊行物）

ｉ．訂正

以下を含む

訂正とお詫び

お詫びと訂正

ｊ．お詫び

ｋ．正誤表

１．訂正記事

ｍ．お知らせ

６） 訂正箇所件数

ひとつの訂正記事に複数の訂正箇所があっ

たり、同じ論文について期間を置いて数回に

も及ぶ訂正があったり、更に、訂正箇所の明

示もなく、訂正した論文を再出版する場合や、

訂正告知と論文取り下げ告知が同時であった

りと、その形態はさまざまである。以下、訂

正箇所別に件数を記す。

（外国逐次刊行物）

総件数

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

本文

図

引用文献

表

著者

論題

目次

数式

そのほか

（国内逐次刊行物）

総件数

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

本文

図

引用文献

表

著者

論題

そのほか

１３４４件

５４０件

３６５件

２６５件

２０７件

１７３件

２９件

１９件

２５件

６３件

９６件

２２件
件

件

ｔｏ

Ｃ

Ｏ

４４件

件

件

７

１

１３件

了） 訂正記事収録期間

外国逐次刊行物が発行されてから訂正記事

が出るまでの期間は、おおむね２ヶ月がピー

クで、訂正記事の約８４％が６ヶ月以内の発行

となっている。（図６）

この結果を１９９３年の調査８）と比べると、取

り扱った調査対象誌と訂正記事総件数こそ異

なるが、収録までの期間は短縮される傾向に

ある。

了。手作業による訂正処理の限界

図書館で新着受 け入れ時に訂正処理を行う

意義は、即時性という点では大きい。しかし、

到着と同時に読まれて、複写利用された論文

に訂正が発生した場合、その同一利用者に対

して、即時に注意を喚起できるだろうか。訂

正の必要が生じた論文に、訂正記事への参照

シールを貼るという手作業だけでは、対処で

きない問題がそこに生じてくる。

－１５６
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掲載頁数の制限により前後編にわけ、後編

は次号（１９巻１号）に掲載する予定である。

後編では、主に、“ＭＥＤＬＩＮＥによる訂正記事検

索手法”“ＭＥＤＬＩＮＥの収録率”“相互貸借業務

での訂正情報の取扱い”について紹介する。

本稿は、近畿病院図書室協議会第８５回研修

会事例・研究報告会（１９９８年３月２６日）、第１５回

医学情報サービス研究大会（１９９８年６月２０日～

２１日）にて報告した内容にその後の追加調査

結果と新たな考察を加えたものである。
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表２ 訂正告知記事の掲載箇所と訂正告知表現

外国逐次刊行物 掲載箇所 告知表現

Ｓｅｑ．タイトル名 イ □ ノ＼
一
一 ホ ａ ｂ Ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ 計

１χｃｔａＯｔｏ－Ｌａｒｙｎｇｏｌｏｇｉｃａ． ２ １ １ ２

２ｌＡｃｔａＰａｅｄｉａｔｒｉｃａ． １ ２ ２

３ＡｄｖａｎｃｅｓｉｎＩｍｍｕｎｏｌｏｇｙ． １ １ １

４ＡｍｅｒｉｃａｎＨｅａｒｔＪｏｕｒｎａｌ． ３ ３ ３

５ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＣａｒｄｉｏｌｏｇｙ． ４ ４ ４

６’ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＮｕｔｒｉｔｉｏｎ． ５ ５ ５

７ＮｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＨｕｍａｎＧｅｎｅｔｉｃｓ． １０ １０ １０

８細ｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＫｉｄｎｅｙＤｉｓｅａｓｅｓ． ５ ５ ５

９面ｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＮｅｕｒｏｒａｄｉｏｌｏｇｙ． ３ ３ ３

１０助ｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＮｕｒｓｉｎｇ． ３ ３ ３

１１’ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＯｂｓｔｅｔｒｉｃｓａｎｄＧｙｎｅｃｏｌｏｇｙ． ３ ３ ３

１２ｔｏｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＯｐｈｔｈａｌｍｏｌｏｇｙ． ２ ２ ２

１３ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＯｒｔｈｏｄｏｎｔｉｃｓａｎｄＤｅｎｔｏｆａｃｉａｌＯｒｔｈｏ－ １ １ ！ １

１４χｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＰａｔｈｏｌｏｇｙ． Ｉｐｅｄｉｃｓ．１ １ １

１５’ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＲｅｓｐｉｒａｔｏｒｙａｎｄＣｒｉｔｉｃａｌＣａｒｅＭｅｄｉ－ １５ １５ １５

１６融ｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＲｏｅｎｔｏｇｅｎｏｌｏｇｙ． Ｉｃｉｎｅ．１２ ２ ８ ６ １４

１７ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＳｕｒｇｉｃａｌＰａｔｈｏｌｏｇｙ． ３ ３ ３

１８ｉ＼ｎｅｓｔｈｅｓｉａａｎｄＡｎａｌｇｅｓｉａ． ２ ２ ２

１９Ａｎｅｓｔｈｅｓｉｏｌｏｇｙ． ７ ６ １ ７

２０ＡｎｎａｌｓｏｆＮｅｕｒｏｌｏｇｙ． ３ ３ ３

２１ｉＡｎｎａｌｓｏｆｏｔｏｌｏｇｙ，ＲｈｉｎｏｌｏｇｙａｎｄＬａｒｙｎｇｏｌｏｇｙ． １ １ １

２２ｌＡｎｎａｌｓｏｆＳｕｒｇｅｒｙ． １ １ １

２３’ＡｎｎａｌｓｏｆＴｈｏｒａｃｉｃＳｕｒｇｅｒｙ． ７ １ ６ １ １ ８

２４計ｃｈｉｖｅｓｏｆＤｉｓｅａｓｅｉｎＣｈｉｌｄｈｏｏｄ． ３ １ ３ １ ４

２５計ｃｈｉｖｅｓｏｆＤｉｓｅａｓｅｉｎＣｈｉｌｄｈｏｏｄ．Ｆｅｔａｌ＆ＮｅｏｎａｔａｌＥｄ． １ １ １

２６計ｃｈｉｖｅｓｏｆＯｐｈｔｈａｌｍｏｌｏｇｙ． ２０ ２０ ２０

２７計ｃｈｉｖｅｓｏｆ０ｔｏ１ａｒｙｎｇｏ１ｏｇｙ－ＨｅａｄａｎｄＮｅｃｋＳｕｒｇｅｒｙ． １ １ １

２８’ＡｒｃｈｉｖｅｓｏｆＰａｔｈｏｌｏｇｙａｎｄＬａｂｏｒａｔｏｒｙＭｅｄｉｃｉｎｅ． ２ ２ ２

２９ｊＡｒｔｈｒｉｔｉｓａｎｄＲｈｅｕｍａｔｉｓｍ． ６ ６ ６

３０Ｂｌｏｏｄ． １７ １ １４ １ １ １７

３１釧Ｊ：ＢｒｉｔｉｓｈＭｅｄｉｃａｌＪｏｕｒｎａｌ． ３３ ８ ３７ ４ ４１

３２ＢｏｎｅＭａｒｒｏｗＴｒａｎｓｐｌａｎｔａｔｉｏｎ． ５ ３ ２ ５

３３ＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌｏｆＡｎａｅｔｈｅｓｉａ． ６ ６ ６

３４ＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌｏｆＨａｅｍａｔｏｌｏｇｙ． ５ ５ ５

３５ＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌｏｆＯｂｓｔｅｔｒｉｃｓａｎｄＧｙｎａｅｃｏｌｏｇｙ． ３ ３ ３

３６ＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌｏｆＯｐｈｔｈａｌｍｏｌｏｇｙ． ６ ６ ６

３７ＢｒｉｔｉｓｈＪｏｕｒｎａｌｏｆＵｒｏｌｏｇｙ． ２ ２ ２

３８ＣａｎａｄｉａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＡｎａｅｔｈｅｓｉａ． ３ ２ １ ３

３９ＣａｎｃｅｒＲｅｓｅａｒｃｈ． １３ ５ ８ １３

４０Ｃａｎｃｅｒ． ７ ７ ７

４１Ｃｅｌｌ． ５ ４ １ ５

４２Ｃｈｅｓｔ． ８ ８ ８

４３Ｃｉｒｃｕｌａｔｉｏｎ． １１ １１ １１

４４ＣｌｉｎｉｃａｌＣａｎｃｅｒＲｅｓｅａｒｃｈ． ３ １ ２ ３

４５ＣｌｉｎｉｃａｌＣｈｅｍｉｓｔｒｙ． ９ ９ ９

４６ＣｌｉｎｉｃａｌＯｂｓｔｅｔｒｉｃｓａｎｄＧｙｎｅｃｏｌｏｇｙ． １ １ １

４７；ｒｉｔｉｃａｌＣａｒｅＭｅｄｉｃｉｎｅ． ８ ８ ８

４８）ｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔａｌＭｅｄｉｃｉｎｅａｎｄＣｈｉＩｄＮｅｕｒｏｌｏｇｙ． ２ ２ ２

４９ＤｉａｂｅｔｅｓＣａｒｅ． ７ ７ ７

５０ＤｉａｇｎｏｓｔｉｃＭｏｌｅｃｕｌａｒＰａｔｈｏｌｏｇｙ． ３ ３ ３

５１ＥａｒｌｙＨｕｍａｎＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ． １ １ １

５２Ｅ１ｅｃｔｒｏｅｎｃｅｐｈａｌｏｇｒａｐｈｙａｎｄＣｌｉｎｉｃａｌＮｅｕｒｏｐｈｙｓｉｏｌｏｇｙ． １ １ １

５３ＥＭＢＯＪｏｕｒｎａｌ． １５ ３ １０ １ １ １５

５４Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ． ７ ７ ７

５５Ｅｐｉｌｅｐｓｉａ． １ １ １ １ １ １ ３

５６ＥｕｒｏｐｅａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＩｍｍｕｎｏｌｏｇｙ． ６ ６ ６

５７ＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌＣｅｌｌＲｅｓｅａｒｃｈ． ６ ６ ６

５８ＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌＨｅｍａｔｏｌｏｇｙ． ５ ５ ５

５９Ｇａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｌｏｇｙ． １９ １９ １９

６０；ｅｎｅｓａｎｄＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ． ７ ７ ７

６１ 】Ｕｔ． ３ ２ １ ３

－１５８
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Ｓｅｑ．タイトル名 イ □ ノゝ
一
一 ホ ａ ｂ Ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ 計

６２Ｈｅａｒｔ． １ ４ ５ ５
６３ＨｕｍａｎＭｏｌｅｃｕｌａｒＧｅｎｅｔｉｃｓ． ９ ６ ３ ９
６４ＨｕｎａｎＰａｔｈｏｌｏｇｙ． １ １ １
６５ＩｍｍｕｎｏｌｏｇｙＴｏｄａｙ． ４ ３ １ ４
６６ＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｖｅＯｐｈｔｈａｌｍｏｌｏｇｙａｎｄＶｉｓｕａｌＳｃｉｅｎｃｅ． １ １ １
６７ＪＡＭＡ：ＪｏｕｒｎａｌｏｆＡｍｅｒｉｃａｎＭｅｄｉｃａｌＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ． ４２ ２ ４３ １ ４４
６８ＪａｐａｎｅｓｅＪｏｕｒｎａｌｏｆＣａｎｃｅｒＲｅｓｅａｒｃｈ． １ １ １
６９ＪｏｕｒｎａｌｏｆＡｍｅｒｉｃａｎＡｃａｄｅｍｙＣｈｉｌｄＡｄｏｌｅｓｃｅｎｔＰｓｙｃｈｉａｔｒｙ ４ ４ ４
７０ＪｏｕｒｎａｌｏｆＡａｅｒｉｃａｎＣｏｌｌｅｇｅｏｆＣａｒｄｉｏｌｏｇｙ． ４ ４ ４
７１ＪｏｕｒｎａｌｏｆＡｍｅｒｉｃａｎＳｏｃｉｅｔｙｆｏｒＭａｓｓＳｐｅｃｔｒｏｉｎｅｔｒｙ． １ １ １
７２ＪｏｕｒｎａｌｏｆＡｕｔｉｓｍａｎｄＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔａｌＤｉｓｏｒｄｅｒｓ． １ １ １
７３ＪｏｕｒｎａｌｏｆＢｉｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ． ２ ２ ２
７４ＵｏｕｒｎａｌｏｆＢｉｏｌｏｇｉｃａｌＣｈｅｍｉｓｔｒｙ． ５３ １ ５４ ５４
７５ＪｏｕｒｎａｌｏｆＢｏｎｅａｎｄＪｏｉｎｔＳｕｒｇｅｒｙ．Ａｍｅｒｉｃａｎｖｏｌｕｍｅ １ １ １
７６’ＪｏｕｒｎａｌｏｆＢｏｎｅａｎｄＪｏｉｎｔＳｕｒｇｅｒｙ．Ｂｒｉｔｉｓｈｖｏｌｕｍｅ ７ １ ７ １ ８
７７ＪｏｕｒｎａｌｏｆＢｏｎｅａｎｄＭｉｎｅｒａｌＲｅｓｅａｒｃｈ． ５ ４ １ ５
７８ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣａｒｄｉａｃＳｕｒｇｅｒｙ． ２ ２ ２
７９ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｅｌｌＢｉｏｌｏｇｙ． Ｉｄｉｓｐｌｉｎｅｓ．１１ １１ １１
８０ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｈｉｌｄＰｓｙｃｈｏｌｏｇｙａｎｄＰｓｙｃｈｉａｔｒｙ．ａｎｄａｌｌｉｅｄ １ １ １
８１ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙａｎｄＭｅｔａｂｏｌｉｓｍ． １２ １２ １２
８２ＬＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ． １４ １４ １４
８３ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＭｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ． １７ ５ １２ １７
８４ＪｏｕｒｎａｌｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＯｎｃｏｌｏｇｙ． ５ １ １ ５ ６
８５ＪｏｕｒｎａｌｏｆＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌＭｅｄｉｃｉｎｅ． ８ ７ １ ８
８６ＪｏｕｒｎａｌｏｆＨａｎｄＳｕｒｇｅｒｙ．Ａｍｅｒｉｃａｎｖｏｌｕｍｅ １ １ １ １ ２
８７ＪｏｕｒｎａｌｏｆＩ㎜ｕｎｏｌｏｇｙ． １ １ １
８８ＪｏｕｒｎａｌｏｆＮｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ． １ １ １
８９ＪｏｕｒｎａｌｏｆＯｂｓｔｅｔｒｉｃｓａｎｄＧｙｎａｅｃｏｌｏｇｙ． １ １ １
９０ＪｏｕｒｎａｌｏｆＰａｒｅｎｔｅｒａｌａｎｄＥｎｔｅｒａｌＮｕｔｒｉｔｉｏｎ． ２ ２ ２
９１ＪｏｕｒｎａｌｏｆＰｅｄｉａｔｒｉｃＧａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｌｏｇｙａｎｄＮｕｔｒｉｔｉｏｎ． ３ ３ ３
９２ＪｏｕｒｎａｌｏｆＰｅｄｉａｔｒｉｃＳｕｒｇｅｒｙ． １ １ １
９３ＪｏｕｒｎａｌｏｆＰｅｄｉａｔｒｉｃｓ． ５ １ ６ ６
９４ＪｏｕｒｎａｌｏｆＲｅｐｒｏｄｕｃｔｉｖｅＩｍｍｕｎｏｌｏｇｙ． １ １ １
９５ＪｏｕｒｎａｌｏｆＳｐｅｅｃｈ，Ｌａｎｇｕａｇｅ，ａｎｄＨｅａｒｉｎｇＲｅｓｅａｒｃｈ． １ １ １
９６ＪｏｕｒｎａｌｏｆＴｈｏｒａｃｉｃａｎｄＣａｒｄｉｏｖａｓｃｕｌａｒＳｕｒｇｅｒｙ． ２ ２ ２
９７ＪｏｕｒｎａｌｏｆＵｌｔｒａｓｏｕｎｄｉｎＭｅｄｉｃｉｎｅ． １ １ １
９８ＪｏｕｒｎａｌｏｆＵｒｏｌｏｇｙ． １１ １１ １１
９９ＫｉｄｎｅｙＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ． ８ ８ ８
１００Ｌａｎｃｅｔ． ７２ １ ７２ １ ７３
１０１Ｌａｒｙｎｇｏｓｃｏｐｅ． １１ １１ １１
１０２Ｌｅｕｋｅｍｉａ． １ １ １
１０３ＭＣＮ：ＡｍｅｒｉｃａｎＪｏｕｒｎａｌｏｆＭａｔｅｒｎａｌ／ＣｈｉｌｄＮｕｒｓｉｎｇ． １ １ １
１０４ＭｏｌｅｃｕｌａｒａｎｄＣｅｌｌｕｌａｒＢｉｏｌｏｇｙ． １４ ５ ８ １ １４
１０５ＭｏｌｅｃｕｌａｒＥｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ． ４ ４ ４
１０６ＫａｔｕｒｅＧｅｎｅｔｉｃｓ． １４ ６ ８ １４
１０７ＮａｔｕｒｅＭｅｄｉｃｉｎｅ． ４ ８ ２ ６ ２ ２ １２
１０８Ｎａｔｕｒｅ． ５０ ３ ２９ ２３ １ ５３
１０９ＫｅｐｈｒｏｌｏｇｙＤｉａｌｙｓｉｓＴｒａｎｓｐｌａｎｔａｔｉｏｎ． ２ ２ ２
ｎｏＫｅｕｒｏｌｏｇｙ． １０ ８ ２ １０
ＩｌｌＨｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ． ２ ２ ２
１１２ＮｅｗＥｎｇｌａｎｄＪｏｕｒｎａｌｏｆＭｅｄｉｃｉｎｅ． ７３ ７３ ７３
１１３）ｂｓｔｅｔｒｉｃａｌａｎｄＧｙｎｅｃｏｌｏｇｉｃａｌＳｕｒｖｅｙ． ３ ３ ３
１１４〕ｂｓｔｅｔｒｉｃｓａｎｄＧｙｎｅｃｏｌｏｇｙ． ２ ２ ２
１１５Ｄｐｈｔｈａｌｍｏｌｏｇｙ． ８ １ １ ７ １ ９
１１６ｐａｔｈｏｌｏｇｙＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ． １ １ １
１１７ＰｅｄｉａｔｒｉｃＣｌｉｎｉｃｓｏｆＮｏｒｔｈＡｍｅｒｉｃａ． ２ ２ ２
１１８ＰｅｄｉａｔｒｉｃＮｅｐｈｒｏｌｏｇｙ． １ １ １
１１９ＰｅｄｉａｔｒｉｃＲａｄｉｏｌｏｇｙ． ２ ２ ２
１２０ＰｅｄｉａｔｒｉｃＲｅｓｅａｒｃｈ． ４ ４ ４
１２１ＰｅｄｉａｔｒｉｃＳｕｒｇｅｒｙＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ． １ １ １
１２２ｐｅｄｉａｔｒｉｃｓ． ３ ３ ３
１２３ｐｌａｃｅｎｔａ． １ １ １ １ ２

一１５９－
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Ｓｅｑ．タイトル名 イ □ ノ＼
一
一 ホ ａ ｂ Ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ 計

１２４）ｌａｓｔｉｃａｎｄＲｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｖｅＳｕｒｇｅｒｙ． ２ １ １ ２

１２５）ｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓｏｆｔｈｅＮａｔｉｏｎａｌＡｃａｄｅｍｙｏｆＳｃｉｅｎｃｅｓｏｆＵＳＡ．４５ ４１ ４ ４５

１２６隔ｄｉｏｌｏｇｙ． １４ １４ １４

１２７ＥａｐｉｄＣｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓｉｎＭａｓｓＳｐｅｃｔｒｏｍｅｔｒｙ． ２ ２ ２

１２８Ｓｃｉｅｎｃｅ． ６４ ６１ １１９ １ ５ １２５

１２９Ｓｕｒｇｅｒｙ ３ ３ ３

１３０ＴｒｅｎｄｓｉｎＢｉｏｃｈｅｍｉｃａｌＳｃｉｅｎｃｅｓ． １ １ １

１３１ＴｒｅｎｄｓｉｎＧｅｎｅｔｉｃｓ． ３ ２ １ ３

１３２ＶｏｘＳａｎｇｕｉｎｉｓ． １ １ １
－
∃

□ ９６６ １１５２ ２ ２５５８４３３ ６５ ２４ ４ ６ １６ １８１１２４

国内逐次刊行物 掲載箇所 告知表現

Ｓｅｑ．タイトル名 イ □ ノゝ
－
－ ホ

●１ ｊ ｋ Ｉ ｍ － － 一 計

ｌ病院 ３ １ ４ ４

２デンタルハイジーン ５ ４ １ ５

３医学のあゆみ １ １ １

４実験医学 ５ ３ ２ ５

５人口動態統計 ２ ２ ２

６検査と技術 ３ ３ ３

７メビオ Ｍｅｂｉｏ １ １ １

８日本形成外科学会会誌 １ １ １

９日本胸部外科学会雑誌 １ １ １

１０日本臨床 ２ ２ ２

１１日本臨床別冊 １ １ １

１２日本臨床免疫学会会誌 １ １ １

１３脳と神経（ＢｒａｉｎａｎｄＮｅｒｖｅ） １ １ １

１４ナーシング トゥデイ １ １１ １０ ２ １２

ＩＳペリネイタルケア ２ ２ ２

１６理学療法ジャーナル（ＰＴ） ２ ２ ２

１７細胸ｒ 学 ２ ２ ２

１８正しい治療と薬の情報 １ １ １

１９蛋白質核酸酵素 ２ ２ ２

２０薬事 月刊（月刊薬事） １ １ １
Ξ

－
ロ １２ ２３ １５ ０ ０ ４０ ６ ２ １ １ － － － ５０

掲載箇所 告知表現

イ：目次

ロ：最終頁

ハ：途中

ニ：後表紙

ホ：別刷

－１６０－

ａ：Ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ

ｂ：Ｅｒｒａｔｕｍ

ｃ：Ａｄｄｉｔｉｏｎ

ｄ：Ｃｏｒｒｉｇｅｎｄｕｍ

ｅ：Ａｄｄｅｎｄｕｍ

ｆ：Ｎｏｔｅ

ｇ：Ｒｅｔｒａｃｔｉｏｎ

ｈ： 他

ｉ： 訂正

ｊ： お 詫び

ｋ： 正誤表

１： 訂正記 事

ｍ： お知 らせ
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